○補間公式


＝１で値

＝ｎで値となるｎ次関数は
ｙ＝＋Δ＋＋・・・＋
―＝，
，・・・って感じでどんどん求めていく

○テーラー展開

＝ｘ－－・・・,　　　　　－∞＜ｘ＜∞
＝１－＋－・・・,  　　　　－∞＜ｘ＜∞

○

　　　　　　　　
○arc とかは牛腸先生のプリント参照　あと以前upしたシケプリ参照
※arc=

○Eulerの公式
= + i 
で、ｘに－ｘを代入
= －i 
= ,  =
○のEuler積表示
＝ｘ(１－)(１－)(１－)・・・

応用
を代入すると、となることがわかる(John　Wallis　1655)
○複素数平面～実数係数2次式

複素数平面　
zとして・・・zの偏角｜z｜(高校の孤度法みたいなやつ)
図があるとわかりやすいと思うのですが、図を掲載できないので、ノート希望の人は貸します。だいたい図書館にいます。でも夕方あたりからいないです。
実数直線　
,r,

以上から、=r

ｚの極形式
ｗ＝ｑ()と置いて
ｚｗを計算すると
｜ｚｗ｜＝｜ｚ｜｜ｗ｜
arg(zw)=argz+argw
となることがわかります。

＊ らしい

複素対数関数
 
ln(c)=ln(
    =ln(r)+(
    =ln|c|+i(arg(c)+2k
ln1=0
ln1=2k
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                 ↑実数係数2次式
